
知
っ
て
ほ
し
い

中
途
失
聴・難
聴
の
こ
と

第
一
回『
難
聴
者
と
は
』

免除の種類

全額免除

4分の3免除
半額免除

申請者本人・
配偶者・世帯主

4分の1免除

所得審査の
対　象　者

(扶養親族等の数＋1)×35万円＋22万円
本人が地方税法に定める障害者、または寡婦の方で、
所得が125万円以下

158万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等
118万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等
78万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等

免除が適用される所得の上限額 免除後の
保険料月額

0円

4,090円
8,170円
12,260円

老齢基礎年金に
反映される割合

50％

62.5％
75％

87.5％

(扶養親族等の数＋1)×35万円＋22万円
本人が地方税法に定める障害者、または寡婦の方で、
所得が125万円以下

納 付 猶 予
（50歳未満）

申請者本人・
配偶者 0円 0％

　
市
民
協
働
部
保
険
医
療
課

　
　
　
　
　
　
　︵
庁
舎
１
階
︶　

担
当：広
西
順
子
☎
43・0
5
0
1 ○平成30年度保険料は、月額16,340円です。

献血のお知らせ
　７月は『愛の血液助け合い運動』月間です。
『救いたい　あなたの未来　私から』を合言葉
に、全国で一斉に、献血に対する理解と協力
を求める活動が展開されています。
　献血は身近なボランティアです。ご協力を
お願いします。

実 施 日
場 所
受 付 時 間

7月25日（水）
市役所１階ロビー
10時～11時30分
12時45分～16時

○献血カードや運転免許証など、本人確認が
できるものをお持ちください。

○会場では、骨髄バンクドナーの登録もでき
ます。

健康福祉部健康課（庁舎2階）　
担当：藤井小夜　☎43-0435　

募　集

子
育
て
に
苦
し
さ
を
感
じ
て
い
る
親
の
た
め
の

Ｍ
Ｙ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
ペ
ア
レ
ン
ツ・プ
ロ
グ
ラ
ム

暮らし

暮らし

７
月
は
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除・

　
　        

納
付
猶
予
申
請
の
更
新
時
期
で
す

ＭＹ ＴＲＥＥペアレンツ・
プログラムとは

   子どもを傷つけてしまう親自身
が自分を大切にし、本来持ってい
る自分の力を発揮できるように
回復を促すことを目的
としたプログラムです。

シリーズ

　
経
済
的
な
理
由
や
失
業
、
退

職
な
ど
に
よ
り
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
は
、
納
付
の
免
除
や
猶

予
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

申
請
免
除
・
納
付
猶
予

　
　
　
　
　
　
制
度
の
要
件

○
所
得
審
査
対
象
者
の
前
年
に

　
お
け
る
所
得
額
が
︑
下
表
の

　
基
準
額
以
下
で
あ
る
方
︒

○
失
業
・
退
職
・
倒
産
・
事
業
の

　
廃
止
な
ど
が
あ
っ
た
方
︒

○
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶

　
助
以
外
の
扶
助
を
受
け
て
い

　
る
方
︒

○
特
別
障
害
給
付
金
を
受
け
て

　
い
る
方
︒

免
除
・
猶
予
期
間

　
免
除
・
猶
予
の
期
間
は
︑
毎

年
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
︒
平
成
30
年
７
月

以
降
も
承
認
を
希
望
す
る
場
合

や
︑
新
た
に
承
認
を
受
け
よ
う

と
す
る
方
は
︑
申
請
書
の
提
出

が
必
要
で
す
︒

　
た
だ
し
︑
前
年
度
に
保
険
料

の
全
額
免
除
︵
失
業
の
場
合
を

除
く
︶の
承
認
を
受
け
た
方
で
︑

申
請
時
に
継
続
し
た
免
除
・
猶

予
を
希
望
さ
れ
た
方
は
︑
改
め

て
の
申
請
は
不
要
で
す
︒

　
ま
た
︑
免
除・猶
予
の
申
請
は
︑

申
請
月
の
２
年
１
か
月
前
ま
で

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

希
望
さ
れ
る
方
は
︑
お
早
め
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
︒

免
除
・
猶
予
承
認
期
間
の
扱
い

　
免
除
・
猶
予
承
認
期
間
は
︑

受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま

す
が
︑
免
除
の
種
類
に
よ
り
︑
将

来
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
年

金
額
が
変
わ
り
ま
す
︒

　
な
お
︑
年
金
の
受
給
前
で
あ

れ
ば
︑
10
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
︒

※

3
年
以
上
前
の
免
除
等
期
間

の
保
険
料
の
追
納
に
つ
い
て

は
︑
保
険
料
に
一
定
の
金
額
が

加
算
さ
れ
ま
す
︒

申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑
︵
ス
タ
ン
プ
印
不
可
︶　

・
年
金
手
帳

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
︑   

  

ま
た
は
雇
用
保
険
被
保
険
者

  

離
職
票
等
の
写
し
︵
失
業
や
退  

　職
を
理
由
に
免
除
申
請
を
さ
れ

　る
方
の
み
︒︶

申
請
場
所

　
市
民
協
働
部
保
険
医
療
課

　
加
東
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
を
改
正
し
、平
成
30
年
度
か
ら

左
記
の
２
点
を
変
更
し
ま
し
た
。

①
国
民
健
康
保
険
税
医
療
給
付

　
費
分
の
課
税
上
限
額
を
54
万

　
円
か
ら
58
万
円
に
引
き
上
げ

　
ま
し
た
︒

②
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
判

　
定
の
基
準
額
を
変
更
し
ま
し

　
た
︒

　
左
表
の
世
帯
区
分
に
該
当
す

る
世
帯
は
︑
国
民
健
康
保
険
税

の
均
等
割
額
・
平
等
割
額
か
ら
軽

減
割
合
の
額
を
減
額
し
ま
す
︒

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

総
務
財
政
部
税
務
課

　
　
　
　
　
　︵
庁
舎
１
階
︶　

　
　
　
　 

　
☎
43
・
0
3
9
7

国
民
健
康
保
険
の
加
入
や
　
　

脱
退
の
手
続
き
に
つ
い
て

市
民
協
働
部
保
険
医
療
課

　
　
　
　
　
　︵
庁
舎
１
階
︶

　
　
　
　  

　
☎
43
・
0
5
0
0

　
市
民
協
働
部
保
険
医
療
課

　
　
　
　
　
　︵
庁
舎
１
階
︶

担
当
：
神
戸
剛 

☎
43
・
0
5
0
0

　﹃
子
育
て
に
し
ん
ど
さ
を
感
じ

て
い
る
﹄﹃
気
が
つ
け
ば
子
ど
も

を
た
た
い
て
い
る
﹄﹃
子
ど
も
を

無
視
し
て
し
ま
う
﹄﹃
こ
の
ま
ま

で
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
と

て
も
不
安
﹄

　
Ｍ
Ｙ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
ペ
ア
レ
ン
ツ
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
そ
ん
な
あ
な
た
を

大
切
に
す
る
︑
少
人
数
で
の
語
り

合
い
を
中
心
と
し
た
︑
支
え
合
い

の
グ
ル
ー
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
︒

　
参
加
者
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
︒
安
心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
︒

実
施
期
間
　9
月
５
日
～
12
月
５
日

　
　
　
　
　※

毎
週
水
曜
日

場
　
　所
　
社
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
　
　
容
　
プ
ロ
グ
ラ
ム
13
回

　
　
　
　
　︵
1
回
2
時
間
程
度
︶ 

　
　
　
　
　＋
個
人
面
接
2
回

申
込
方
法
　
福
祉
総
務
課
に
電

　
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒

※

電
話
申
込
後
︑
面
接
を
し
て

　
参
加
の
可
否
を
決
定
し
ま
す
︒

※

テ
キ
ス
ト
は
貸
与
し
ま
す
︒
希

　
望
す
る
方
は
購
入
可
能
で
す
︒

参
加
費
　無
料
　
　
　

保
　
　育
　
無
料
　

　
　
　
　
　
　︵
要
事
前
申
込
︶

募
集
人
数
　
10
名
程
度
　
　
　

申
込
締
切
　
７
月
31
日
㈫

　
健
康
福
祉
部
福
祉
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　(

庁
舎
1
階)

担
当：上
田
由
美
子
☎
43
・0
4
4
1

り
違
い
ま
す
。

　
次
回
の
テ
ー
マ
は
『
聞
こ
え
に

く
さ
は 

み
な
同
じ
？
』
で
す
。

　
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　（
庁
舎
１
階
）

担
当
：
野
津
和
子
☎
43
・
0
4
0
9

  

　
　

　　 中
途
失
聴
・
難
聴
者 

　
　
　
　
　さ
さ
や
き
川
柳

難
聴
で
す

　本
当
か
し
ら 
見
え
な
い
よ

判
ら
な
い

　耳
に
寄
せ
て
の 
大
声
は

尋
ね
た
い

　返
事
が
怖
い 

や
め
と
こ
う

　
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を

発
症
し
︑
そ
れ
が
労
働
者
と
し

て
石
綿
ば
く
露
作
業
に
従
事

し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
︑
労

災
保
険
法
に
基
づ
く
各
種
の

労
災
保
険
給
付
や
︑
石
綿
救
済

法
に
基
づ
く
特
別
遺
族
給
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
︒

　
石
綿
に
よ
る
疾
病
は
︑
石
綿

を
吸
っ
て
か
ら
非
常
に
長
い
年

月
を
経
て
発
症
す
る
こ
と
が
大

き
な
特
徴
で
す
︒

　
中
皮
腫
な
ど
で
亡
く
な
ら

れ
た
方
が
過
去
に
石
綿
業
務
に

従
事
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
︑

労
災
保
険
給
付
等
の
支
給
対

象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
︑
ま
ず
は
お
気
軽
に
最
寄

り
の
都
道
府
県
労
働
局
︑
ま
た

は
労
働
基
準
監
督
署
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
︒

　
制
度
の
案
内
は
厚
生
労
働

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
︒

　
兵
庫
労
働
局

　
労
働
基
準
部
労
災
補
償
課

☎
0
7
8

・3
6
7

・9
1
5
5

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
労

災
補
償
制
度
に
つ
い
て

http://www.mhlw.go.jp/厚生労働省

　
聞
こ
え
に
く
い
人
・
聞
こ
え
な

く
な
っ
た
人
を
、
聴
覚
障
害
者
と

い
い
ま
す
。
一
般
的
に
、
大
き
く

３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
音
声
言
語
　を
身
に
つ
け
る
前

に
、
聞
こ
え
な
く
・
聞
こ
え
に
く

く
な
り
、
主
に
手
話
で
意
思
疎
通

を
す
る
人
を
『
ろ
う
者
』
と
い
い

ま
す
。

　
音
声
言
語
を
身
に
つ
け
、
聞
こ

え
に
不
自
由
の
な
い
人
と
同
じ
よ

う
に
話
せ
ま
す
が
、
聞
こ
え
な
く

な
っ
た
人
を
『
中
途
失
聴
者
』、

病
気
か
加
齢
に
よ
り
聞
こ
え
な
く

な
っ
た
人
を
『
難
聴
者
』
と
い
い

ま
す
。

　
手
話
が
知
ら
れ
て
き
た
今
、
聴

覚
障
害
者
は
手
話
が
で
き
る
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
中
途

失
聴
・
難
聴
者
の
中
に
は
、
手
話

が
で
き
な
い
人
も
い
ま
す
。
人
生

半
ば
に
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
か
ら

手
話
を
覚
え
る
の
は
簡
単
で
は
な

い
か
ら
で
す
。

　
難
聴
者
は
、
幅
広
い
年
齢
層
に

わ
た
り
、
難
聴
の
程
度
も
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

方
法
も
必
要
な
支
援
も
一
人
ひ
と

　
音
声
言
語

　
口
で
言
語
音
を
話
し
、
耳
で
聞
い
て

理
解
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す

る
言
語
。
手
話
は
視
覚
言
語
。

ご購入頂いてからが長持ちサポートの始まり。

車のお探し　エムアンドワイ

（※1）

（※1）

暮らし世帯区分 軽減割合

前年所得が33万円以下の世帯 70％

前年所得が33万円＋27.5万円（変更前27万円）×(被
保険者数＋特定同一世帯所属者数）以下の世帯 50％

前年所得が33万円＋50万円（変更前49万円）×(被
保険者数＋特定同一世帯所属者数）以下の世帯 20％
※特定同一世帯所属者とは、後期高齢者医療制度に移行され、
　国保の資格を喪失した方です。

国
民
健
康
保
険
税
の
医
療
給
付
費
分
の
課
税
上
限
額
︑ 

お
よ
び
軽
減
判
定
の
基
準
額
を
変
更
し
ま
し
た

11 10




